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場 所  市役所 3階 全員協議会室 

出席者 市長、副市長、教育長、企画部長、行政経営担当部長、危機管理担当部長、総務部

長、市民生活部長、経済環境部長、農地利用担当部長、保健福祉部長、健康づくり

担当部長、子ども部長、都市部長、国県事業推進担当部長、土木部長、消防長、   

教育部長 

 

 

１ 報告事項 

（１） 11月議会全員協議会の報告事項及び市議会 12月定例会の市長提出予定議案等につい

て [総務部] 

11 月 19 日(金)に開催される 11 月議会全員協議会の報告事項及び 11 月 29 日(月)

に招集される市議会 12月定例会の市長提出予定議案等を報告した。 

 

（２） 大山の紅葉ライトアップについて[経済環境部] 

11月 20日(土)～28日(日)に実施する大山の紅葉ライトアップについて概要を報告

した。  

 

（３） ごみ処理基本計画(案)及び生活排水処理基本計画(案)のパブリックコメントの実施

について[経済環境部] 

ごみ処理基本計画(案)及び生活排水処理基本計画(案)に対する庁内意見及びその

対応とともに、11月 22日(月)からパブリックコメントを実施することを報告した。 

 

（４） 特定教育･保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部

改正について[子ども部] 

事業者の業務負担軽減等を図ることを目的とした関係法令の改正に伴い、当該条例

の一部を改正することを報告した。 

  

（５） 子育て応援フェスタ 2021の実施結果について[子ども部] 

10 月 16 日(土)～11 月 7 日(日)の期間で、LINE や市ホームページ等を活用して実

施した子育て応援フェスタ 2021の結果について報告した。 

 

（６） 伊勢原駅北口周辺地区整備事業の進捗状況について(第 3回) [都市部] 

当該事業の取組状況等について報告した。 
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（７） 教育委員会点検評価報告書について [教育部] 

教育委員会点検評価の概要を説明するとともに、公表に向けた今後のスケジュール

等について報告した。 

 

（８） 教育施設に係る個別施設計画(案)のパブリックコメントの実施について[教育部] 

教育施設に係る個別施策計画(案)の概要を説明するとともに、12月 20日(月)から

パブリックコメントを実施することを報告した。 

 

（９） 公募によらない公の施設の指定管理者候補者の選定結果について[企画部] 

10 月 8 日(金)に実施した当該施設の指定管理者候補者の選定結果とともに、指定

管理者の指定までのスケジュールについて報告した。 

 

（10）市営自転車等駐車場の指定管理者候補者の選定結果について[市民生活部] 

市営自転車等駐車場の指定管理者候補者について、10月 25日(月)に開催した指定

管理者候補者選定委員会で、(公社)伊勢原市シルバー人材センターが選定されたこと

などを報告した。 

 

（11）市立武道館の指定管理者候補者の選定結果について[保健福祉部] 

市立武道館の指定管理者候補者について、10月 25日(月)に開催した指定管理者候

補者選定委員会で、(公社)伊勢原市シルバー人材センターが選定されたことなどを報

告した。 

 

（12）12月補正予算の概要について[企画部] 

市議会 12月定例会に上程する一般会計補正予算の概要を報告した。 

 

（13）総合防災訓練の日程について[企画部] 

新型コロナウイルス感染症拡大により延期となっていた総合防災訓練について、 

1月 23日(日)に伊勢原中学校で実施することを報告した。 

 

 

２ その他連絡事項 

（１） 訴訟の提起について [保健福祉部]   

11月 8日(月)に提起された訴訟事案について、これまでの経過等を報告した。 
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（２） 市制施行 50周年記念式典について [企画部] 

11 月 13 日(土)に開催した市制施行 50 周年記念式典の報告とともに、職員の協力

についてお礼を述べた。また、11月 18日(木)に開催する記念事業「新・BS日本のう

た」の公開収録への協力について改めて依頼した。 

 

（３） 企業版ふるさと納税について [企画部] 

企業版ふるさと納税の候補企業等の報告について、改めて各部への協力を依頼した。 

 

 

３ 指示事項等 

＜市長＞ 

・衆議院議員総選挙及び市制施行 50 周年記念式典に従事された職員に改めて感謝する

とともに、市制施行 50 年の節目に立ち会えたことを幸せに感じている。市制施行後

は約 4万 5千人であった人口は、これまで右肩あがりで増加してきたが、今後は人口

減少が進み、本市が経験したことのない時代となる。公共施設の老朽化等の様々な課

題はあるが、新東名の全線開通等、明るい材料もある。こうした時代に立ち向かうた

め、職員間のコミュニケーションを図り、将来を見据え積極的に議論を深めてほしい。

今後のまちづくりについて、職員一人ひとりが真剣に考え、さらに広報マンになって

市の魅力を発信してほしい。 

 

＜副市長＞ 

・新型コロナウイルスの感染状況は落ち着いているものの、世界では再拡大が始まって  

いる。1 月に第 6波が到来するという専門家の見解もある。年末年始に向け、私生活

も含めて感染防止対策の徹底を改めてお願いする。 

 

 

                   以  上 


